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論文内容の要旨

勲教授原田篤也

この論文はイタコン酸の醗酵生産について新らしいプロセスを開発することを目的とする工業化の

ための基礎研究を取扱ったもので，緒言，本文 6 章および総括よりなっている。緒言ではイタコン酸

醗酵研究の系譜を述べ本研究の方針について論じている。

第 1 章は，従来の回分式イタコン醗酵工程を解析し，醗酵速度を上昇する必要を指摘し，その可能

性を考察している。

第 2 章は，菌体再利用による醗酵方法について予備的実験を行ない高速度化の可能性を確かめたも

のである。

第 3 章は，著者の考案したリーフフィ jレター付設の 20 .e 培養槽を使用し， 菌体を保留しつつ単槽

定常連続培養を行ない醗酵速度を追求し，速度を培養系諸因子の関数として表わすため，菌体濃度，

イタコン酸および糖の度濃，温度，ガス分圧， C. S. 1.の供給速度等の諸因子の効果を明らかにし，

醗酵速度を乙れら諸因子の関数として表わす乙とを試み，さらに物理的因子としては培養液の酸素移

動と伝熱につき検討している。

第 4 章では，主産物たる菌体とイタコン酸の対消費糖収率の関係を研究し，両者は負に相関するこ

とを明らかにし，また回分培養の物質収支より求めた生理的熱収支式を設定し，さらに単槽連続培養

の醗酵速度と収率の相関式を基礎として発熱速度をイタコン酸収率の関数として表わした発熱速度式

を提出している。

第 5 章は，小型ノマイロットプラントよりスケールアップに伴う問題点を検討したもので，まず菌体

再利用のためには菌体分離機として炉過型式が適していることを明らかにし，また，培養液の捜梓所

要動力は菌体濃度と共に増大し，濃度 1%以上では 2 HP/Ms 前後となるが菌体再利用による濃度増

大に伴う生産速度の向上のため，液中イタコン酸単位量当りの撹梓エネノレギーは回分法の 1/2 以下に
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低下することを明らかにした。またイタコン酸粗結晶回収のための晶析缶の形式についても検討して

いる。

第 6 章は，収率聞の相関，比速度聞の相関および収率と比速度との相関について回分培養と連続培

養との差異につき考察し，さらに，速度式および速度と収率の相関式を用いて培養工程の最適条件を

求める方法を論じた口また得られた物質および熱エネノレギーの収支データーならびに速度関係を基礎

として，イタコン酸生産プラントの建設費と生産費の推算を行ない，従来の回分法と著者の菌体再利

用による単槽連続培養法とを比較論述している口

総括においては以上の諸結果を要約し，その意義を論じている。

論文の審査結果の要旨

安価多量需要が期待されるイタコン酸の醗酵生産について工業化のための基礎的研究を行ない，培

養過程の速度と収率を生理的因子ならびに操作条件と関連づけて定量的に把握し，かっ培養工程の最

適条件を求めたものである。その成果は菌体再利用による連続培養法の基礎の確率と相まって醗酵工

学上貢献するところ大である口よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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